
みんなのくらしと生活を応援する情報誌

総務省
M I C  M O N T H L Y  M A G A Z I N E

5月号

2022 May
Vol.257

特
集
１加

速
す
る
Ｄ
Ｘ
時
代
、 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
取
組
を 

能
動
的
に
進
め
て
い
く
に
は

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
内
部
統
制
の
観
点
か
ら
の 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
装

第
３
回
企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

特
集
２

令
和
４
年
度
総
務
省
所
管
予
算
の
概
要

地方のかがやき

宮崎県 都城市



3 22 0 2 2  M a y  Vo l . 2 5 7 2 0 2 2  M a y  Vo l . 2 5 7M I C M I C

宮
崎
県　

都
城
市

広報誌を
スマホなどで
閲覧できます

発行：総務省
〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2

（中央合同庁舎 2 号館）
電話：03-5253-5111( 代表 )

M I C  M O N T H L Y  M A G A Z I N E
日
本
の

伝
統
工
芸
と

十
二
支

日
本
各
地
の
匠
の
技
で
創
ら
れ
た

伝
統
工
芸
の
干
支
を
、
地
域
の
関

わ
り
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

丑う
し

　
「
べ
こ
」
と
は
、
東
北
地
方

の
方
言
で
「
牛
」
の
こ
と
。
赤

べ
こ
の
起
源
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
約
１
２
０
０
年
前
、
柳
や
な
い

津づ

町
に
あ
る
福ふ

く

満ま
ん

虚こ

空く
う

藏ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

圓え
ん

蔵ぞ
う

寺じ

の
建
立
の
際
、
お
堂
の
完

成
ま
で
働
き
通
し
た
の
が
、
赤

色
の
牛
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
約
４
０
０
年
前
、

会
津
地
方
に
伝
わ
っ
た
張
り
子

の
技
術
か
ら
作
ら
れ
始
め
た
赤

べ
こ
は
、
子
ど
も
の
誕
生
の
際

に
は
壮
健
と
疫
病
除
け
を
願
っ

て
贈
ら
れ
る
な
ど
、
長
く
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

福
島
県
の
西
会
津
町
で
は
、

縁
起
置
物
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
の
ひ
と
つ
に
し

て
い
ま
す
。

　

十
二
支
の
二
番
目
の
「
丑
」

は
、も
と
も
と
「
つ
か
む
」「
か

ら
む
」
と
い
っ
た
意
味
を
も
つ

文
字
と
い
わ
れ
ま
す
。
糸
偏
を

付
け
る
と
「
紐
」
に
な
り
ま
す

ね
。
こ
の
字
に
当
て
ら
れ
た
動

物
が
「
牛
」
で
す
。
誠
実
で
よ

く
働
く
印
象
か
ら
、学
業
成
就
、

無
病
息
災
の
願
い
が
込
め
ら
れ

る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

壮
健
祈
願
と
疫
病
除
け

と
し
て
贈
ら
れ
る
縁
起
物

学
業
成
就
、無
病
息
災

赤
べ
こ

子 丑
寅
卯
辰

巳午未
申
酉
戌
亥

其
の
二
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加
速
す
る
Ｄ
Ｘ
時
代
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
取
組
を

能
動
的
に
進
め
て
い
く
に
は

～
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
内
部
統
制
の
観
点
か
ら
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
装
～

—

第
３
回
企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催—

令
和
４
年
度
総
務
省
所
管
予
算
の
概
要

２
０
２
２
年
６
月
「
経
済
構
造
実
態
調
査
」
実
施
の
お
知
ら
せ

自
分
に
合
っ
た
携
帯
電
話
会
社
に
乗
り
換
え
や
す
い

環
境
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
！

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
で
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
全
国
展
開
中
～

も
う
す
ぐ
、
電
波
の
日
と
情
報
通
信
月
間
で
す
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
取
組
事
例
を
紹
介
！

表紙の写真

ふるさと納税の返礼品にも

日本各地の
特産品

掛川深蒸し新茶
静岡県・掛川市
お茶の名産地、掛川のお茶は一般的な煎茶よりも
蒸し時間を 2 ～ 3 倍長くした「深蒸し煎茶」が
主流。深く蒸すことで濃厚で甘く深い味わいのお
茶になります。ふるさと納税の返礼品の中には、
大井製茶の深蒸し新茶があります。

V o l . 2

写真：大井製茶
代表取締役 大井丈司
https://kakegawatea.com

西会津張り子を中心に多くの郷土玩具を製
作している野沢民芸（福島県・西会津町）
の赤べこ。写真上の赤べこは、日本の伝
統的な文様、青

せい

海
がい

波
は

で描かれています。「永
遠に途切れる事がない波のように良い事が
訪れるように」という願いが込められており、
青には「物事を清める」という意味があり、
首付けの赤い糸は「絆」を表しています。

写真：野沢民芸



5 42 0 2 2  M a y  Vo l . 2 5 7 2 0 2 2  M a y  Vo l . 2 5 7M I C M I C

携
し
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
更
な
る
普
及
に
向
け

て
、
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

冒
頭
、
総
務
省
消
費
者
行
政
第
二
課 

特集 1 加速する DX 時代、プライバシーへの取組を能動的に進めていくには

特 集 1

ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
ま
し
た
。
本

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
解
説

や
、
佐
藤
一
郎
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授

（
企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ

デ
ル
検
討
会
座
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
有

識
者
の
皆
様
に
よ
る
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
バ
イ
・

デ
ザ
イ
ン
を
提
唱
さ
れ
た
ア
ン
・
カ
ブ
キ

ア
ン
博
士
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映

な
ど
、
実
践
的
で
示
唆
に
富
む
コ
ン
テ
ン

ツ
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
各
所
よ
り
ご
後

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
２
０
０
０
名
超
の

方
に
参
加
登
録
い
た
だ
く
な
ど
、
非
常
に

盛
況
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
と
し
て
は
、
経
済
産
業
省
と
連

　

社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
進
む
中
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
よ
る
社
会
課

題
の
解
決
と
と
も
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
要
請
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

企
業
に
と
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る

問
題
に
能
動
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
コ

ス
ト
で
は
な
く
、
企
業
価
値
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
総
務
省
お
よ

び
経
済
産
業
省
は
、
令
和
２
年
８
月
に
、

企
業
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構

築
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
ま
と
め
た
「
Ｄ
Ｘ
時
代
に
お
け
る

企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
カ
バ
ナ
ン
ス
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
ｖ
ｅ
ｒ
１
・
０
」
を
公
開
し
、

令
和
４
年
２
月
に
は
、
具
体
的
な
事
例
を

更
新
し
た
「
Ｄ
Ｘ
時
代
に
お
け
る
企
業
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
ｖ
ｅ
ｒ
１
・
２
」（
以
下
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」）
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
企
業
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
取
組
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
総
務
省
、
経
済
産
業
省
お
よ
び
Ｊ

Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
令
和
３
年
度
、
継
続
的

に
企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
参
加
者
数
延
べ

５
０
０
０
名
を
越
え
る
な
ど
、
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
年
度
の
締
め
括
り
と
し
て
、

令
和
４
年
２
月
25
日
、
第
３
回
企
業
の
プ

加速するDX 時代、
プライバシーへの取組を
能動的に進めていくには

～コーポレートガバナンス・内部統制の観点からの
プライバシーガバナンスの実装～

開
会
挨
拶
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
紹
介

基
調
講
演

（１）

（３）

－第３回企業のプライバシーガバナンスセミナーの開催－消費者意識

DX時代における企業のプライバシーガバナンスガイドブックの概要

小
川
課
長
か
ら
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を

含
む
情
報
利
活
用
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
企

業
が
切
り
開
い
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
実
装
し
、

健
全
な
利
活
用
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
た
め
、
事
業
活
動
に
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
組
み
込
ん
で
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
旨
述
べ
、
開
会
挨
拶
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
課 

呂
専
門
職
か
ら
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
概
要
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
・
ヤ

フ
ー
・
セ
ー
フ
ィ
ー
・
日
本
電
気
・
資
生

堂
・
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
等
の
取
組
例
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

平
岩
氏
の
ご
講
演
で
は
、
社
会
的
要

請
・
企
業
価
値
へ
の
影
響
の
高
ま
り
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス
ク
の
特
徴
の
３
点
に
よ

り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
の
た
め
の
考
え
方

と
し
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
区
別
の
重
要
性
、
Ｅ
Ｄ
Ｍ
モ
デ
ル
、
３

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
を
ご
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー

タ
の
利
活
用
に
よ
る
企
業
価
値
の
創
出
に

は
、Com

ply &
 Explain

を
実
践
す
る

組
織
体
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら

プログラム

開会挨拶

「DX 時代における企業の
プライバシーガバナンス
ガイドブック」のご紹介

ビデオメッセージ　
世界の潮流、企業に
求められる今後の期待

閉会挨拶

プライバシーガバナンス
の構築と実践のポイント

内部統制の観点から見た、
プライバシーガバナンス

改正越境移転ルールの
施行に向けて

企業のプライバシーガバナンス
モデル検討会有識者委員による
パネルディスカッション

総務省総合通信基盤局
電気通信事業部
消費者行政第二課　
課長　小川 久仁子

総務省総合通信基盤局
電気通信事業部
消費者行政第二課　
専門職　弁護士　呂 佳叡

Executive Director of 
the Global Privacy and 
Security by Design Centre　
Dr. Ann Cavoukian

経済産業省
商務情報政策局情報経済課　
課長　須賀 千鶴

PwC あらた有限責任監査法人　
システム・プロセス・
アシュアランス部パートナー　
平岩 久人氏

英知法律事務所　
弁護士　森 亮二氏

個人情報保護委員会事務局　
企画官　矢田 晴之氏

６ページのパネラー参照

基調講演　
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つ
あ
る
こ
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
指
導
原

則
の
よ
う
な
規
範
の
外
部
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の

構
築
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

　

板
倉
氏
は
、
既
存
の
仕
組
み
や
リ
ソ
ー

ス
等
を
踏
ま
え
て
継
続
可
能
な
形
で
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
人
員
配
置
も
含
め
て

継
続
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
可
能
と
す
る
仕
組

み
の
導
入
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
置
氏
は
、
継
続
性
等
に
合
わ
せ
て
取

組
・
体
制
・
教
育
・
周
知
ま
で
ワ
ン
セ
ッ

ト
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
際
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
課
題
の
共
有
や
洗
い
出

し
、
他
社
事
例
の
参
照
な
ど
に
利
用
で
き

る
こ
と
、
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
部
署
な
ど

で
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
っ
て
か
ら
横
展
開

す
る
形
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

―
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

実
装
に
お
け
る
弁
護
士
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
監
査
の
重
要
性
―

　

宍
戸
氏
は
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
設
計
段
階

か
ら
外
部
有
識
者
が
関
わ
り
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
問
題
を
考
慮
し
て
い
く
の
が
望
ま
し

く
、
そ
の
際
に
共
通
言
語
と
し
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
旨
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
岩
氏
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
は
、

既
存
の
体
制
や
人
員
な
ど
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
課
題
や
実
情
に
即
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
知
見
を
提
供
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
構
築
・
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
第
一
義
に
求
め
ら
れ
、
期
待
さ
れ
て
い

る
旨
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
氏
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
事
例
を
参

照
し
、
企
業
の
規
模
や
性
質
に
応
じ
た
内

部
統
制
を
構
築
・
維
持
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
、
社
会
全
体
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
を
達
成
し
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
５
・
０
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
個
人

の
デ
ー
タ
を
大
量
に
取
得
・
利
活
用
す
る

れ
ま
し
た
。

　

森
氏
の
ご
講
演
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
正
し
く
作
ら
れ
機
能
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、
企
業
の
役
員
が
責
任

を
負
う
可
能
性
が
あ
り
、
他
方
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
よ
り
企
業
の
差
別
化
が
可

能
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
た
背
景
に
基

づ
き
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
必

要
性
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
裁
判
例
の
ご

紹
介
を
基
に
、
事
業
規
模
に
応
じ
た
内
部

統
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
旨
説
か
れ
、

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実

装
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
情
報
収
集
体
制

の
構
築
が
重
要
で
あ
る
旨
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局 

矢
田

企
画
官
か
ら
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中

で
の
事
業
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
／
デ
ー
タ

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
重
要
性
の
増
す
個

人
デ
ー
タ
の
越
境
移
転
に
係
る
対
応
に
関

し
て
、
令
和
４
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た

改
正
個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
規
定
等
の

ご
紹
介
が
あ
り
、
外
国
に
あ
る
第
三
者
へ

の
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
時
の
情
報
提
供
の

充
実
等
が
必
要
に
な
る
こ
と
等
を
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
に
続
き
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
策
定

企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

板
倉
氏
は
、
組
織
内
部
の
事
情
に
鑑
み
、

弁
護
士
の
名
前
を
出
す
べ
き
か
等
を
見
定

め
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
取

組
を
実
践
的
か
つ
継
続
的
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
に
弁
護
士
が
関
与
す
る
意
義
が
あ

る
旨
ご
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
置
氏
は
、
ど
う
い
っ
た
立
場
・
段
階

で
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
対
応
の
観
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

を
見
定
め
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は
、
他
の
弁
護

士
と
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
と
効
果
的
で
あ

に
携
わ
ら
れ
た
有
識
者
の
方
々
に
よ
り
企

業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

内
部
統
制
か
ら
見
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
―

　

森
氏
は
、
内
部
統
制
構
築
に
つ
い
て
神

経
質
に
な
ら
ず
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
こ
と
、
社
内
連
携
に
よ
る
情

報
収
集
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
岩
氏
は
、
既
存
の
仕
組
み
を
活
用
し

て
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
・

運
用
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
最
小
化
・
最
適

化
す
る
と
良
い
と
い
う
こ
と
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ
ス
ト
を
最
適
化
し

続
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
予
め
組
み
込
ん
で

お
く
べ
き
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宍
戸
氏
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
部
門
や
法

務
部
門
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
も
、
様
々
な

方
が
参
画
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
リ

ス
ク
や
デ
ー
タ
戦
略
を
踏
ま
え
た
最
適
な

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
利
用
者
の
信
頼
な

し
に
デ
ー
タ
を
収
集
・
利
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
は
投
資
の
側
面
を
持
ち
つ

る
旨
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
か
ら
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
利

用
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
企

業
に
導
入
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
消
費
者

に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
扱
う
部
門
や
子
会
社

か
ら
実
験
的
に
導
入
す
る
な
ど
、
ま
ず
は

実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
旨
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

―
視
聴
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

　

最
後
に
、
パ
ネ
ラ
ー
よ
り
視
聴
者
に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
一
言
ず
つ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
岩
氏
は
、
今
後
、
各
企
業
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
相
互
に
接
続
さ
れ
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
し
て
い
く
と

想
像
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
際
、
客
観
的
に

助
言
で
き
る
専
門
家
の
役
割
は
一
層
大
き

く
な
っ
て
い
く
旨
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
氏
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ま

で
行
か
な
く
と
も
、
顧
問
企
業
と
の
間
で

定
期
的
に
取
組
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
炎
上

事
案
等
の
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
も
で
き

る
、
と
の
ご
提
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

板
倉
氏
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
不
足
に
よ
り

損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
取
締
役
に
対
す

る
訴
訟
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
、

専
門
家
は
様
々
な
役
割
を
担
え
る
の
で
、

企
業
側
か
ら
率
直
に
求
め
て
い
く
と
良
い

特集 1 加速する DX 時代、プライバシーへの取組を能動的に進めていくには

旨
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
置
氏
は
、
専
門
家
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ボ
ー
ド
に
お
い
て
は
一
歩
引
い
て
コ

メ
ン
ト
を
す
る
一
方
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
で
は
企
業
と
伴
走
し
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
、
案
件
が
収
斂
し
な
い

な
ど
の
悩
み
も
共
有
し
て
も
ら
え
る
と
良

い
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宍
戸
氏
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
ガ
バ
ナ

ン
ス
等
の
未
確
定
の
問
題
に
お
い
て
は
、

専
門
家
の
知
恵
を
社
内
外
で
使
う
こ
と
に

よ
り
企
業
の
不
足
点
等
を
見
定
め
る
べ
き

こ
と
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
々
に

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
責
任
者
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
組
織
へ
の
情
報
共
有
を
大
事
に

す
る
と
い
う
企
業
文
化
の
醸
成
を
お
願
い

し
た
い
旨
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
消
費
者
か
ら
信
頼
を
得
ら

れ
な
い
と
、
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
結
果
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
た
め
、

積
極
的
な
取
組
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
は
品
質
向
上
、
ひ
い
て

は
差
別
化
・
企
業
価
値
に
つ
な
が
る
も
の

だ
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
導
入
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
旨
述
べ
ら
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

　

世
界
の
政
府
機
関
や
企
業
で
採
用
さ
れ

て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ

ン
を
提
唱
さ
れ
た
ア
ン
・
カ
ブ
キ
ア
ン
博

士
（D

r. A
nn Cavoukian, Executive 

D
irector of the Global Privacy and 

Security by D
esign Centre

）
か
ら

の
「
世
界
の
潮
流
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る

今
後
の
期
待
」
と
題
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
ま
し
た
。
運
用
設
計
時
に
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
仕
組
み
を
組
み
込
む
（
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
）
こ
と

で
、
消
費
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

デ
ー
タ
利
用
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
Ｗ

ｉ
ｎ-

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
創
造
で
き
る
と

い
う
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
経
済
産
業
省
情
報
経
済
課 

須
賀
課
長
か
ら
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
普
及

啓
発
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
提
唱
、

国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
等

を
通
じ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
取
組
に
対
す
る
信
頼
獲
得
に
よ
る
企
業

価
値
・
国
際
競
争
力
の
向
上
を
後
押
し
し

て
い
き
た
い
旨
述
べ
、
閉
会
挨
拶
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

パネルディスカッションのご様子

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（4）

パネルディスカッションのパネラー

国立情報学研究所情報社会相関研究系　教授

東京大学大学院法学政治学研究科　教授

英知法律事務所　弁護士

ひかり総合法律事務所　弁護士

三浦法律事務所　弁護士

PwC あらた有限責任監査法人システム・
プロセス・アシュアランス部　パートナー

モデレーター
佐藤 一郎 氏

宍戸 常寿 氏

森 亮二 氏

板倉 陽一郎 氏

日置 巴美 氏

平岩 久人 氏

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

（5）
閉
会
挨
拶

（６）
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総
務
省
は
、
現
下
の
重
要
課
題

に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
経
済
再

生
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
実
現

す
る
と
い
う
政
府
方
針
の
下
、
令

和
４
年
度
総
務
省
所
管
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。

　

本
予
算
に
よ
り
、
総
務
省
は
、

①
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
推

進
、民
間
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
加
速
・

低
消
費
電
力
の
実
現
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
情
報
通
信
環
境
の
推

進
・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
、経
済
安
全
保
障
へ
の
対
応
・

戦
略
的
な
経
済
連
携
の
強
化
な
ど

（
上
記
Ⅰ
関
連
）、
②
地
方
へ
の
新

た
な
人
の
流
れ
の
強
化
、
自
立
分

散
型
地
域
経
済
の
構
築
・
過
疎
地

域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
な
ど

（
上
記
Ⅱ
関
連
）、
③
国
土
強
靱
化

の
推
進
、
消
防
防
災
力
・
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
な
ど
（
上
記
Ⅲ

関
連
）、
④
地
方
の
一
般
財
源
総

額
の
確
保
な
ど
（
上
記
Ⅳ
関
連
）、

⑤
行
政
運
営
の
改
善
を
通
じ
た
行

政
の
質
の
向
上
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推

進
及
び
基
盤
と
な
る
統
計
の
整
備

な
ど
（
上
記
Ⅴ
関
連
）
を
行
い
ま

す
。

　　令和４年度

総務省所管予算の概要
総 務 省 予 算５つ の 柱

ⅠⅡⅢⅣⅤ

デ
ジ
タ
ル
変
革（
Ｄ
Ｘ
）の
加
速
と

グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現

活
力
あ
る
地
方
創
り

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
に

よ
る
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現

感
染
症
へ
の
対
応
、活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
等
を
支
え
る

地
方
行
財
政
基
盤
の
確
保

持
続
可
能
な
社
会
基
盤
の
確
保

特集２　令和４年度 総務省所管予算の概要

特集２

（1）マイナンバーカードの利便性向上、
 申請促進・交付体制強化

（1）5G・光ファイバ等の情報通信基盤
 の整備

（6）グリーン社会に資する光ネットワーク
 の研究開発

（2）ローカル 5G による課題解決の
 促進

（7）AI ( 多言語同時通訳 ) ・量子暗号・
 宇宙 ICT 等の研究開発

（3）電波の有効利用促進 （8）破壊的イノベーション創出人材
 の発掘（4）超低消費電力を実現する

 Beyond 5G に向けた研究開発・
 戦略的な知財取得・国際標準化の推進 （9）情報銀行に関するルール整備

（5）インターネットエクスチェンジ・
 データセンターの地方分散による
 トラヒック流通効率化

（3）消防防災分野の DX の推進

（2） 自治体 DX（自治体情報システム
 標準化・共通化等）の推進

（4）デジタル時代における郵便局等の
 公的地域基盤連携の推進

1,064.5 億円

72.6 億円 14.0 億円

0.2 億円

5.0 億円

40.0 億円 353.6 億円

401.7 億円
〔6.3 億円〕

128.1 億円
― 億円

8.7 億円

0.8 億円

Ⅰ デジタル変革（ＤＸ）の加速とグリーン社会の実現

デジタル・ガバメントの推進 

民間における DX の加速・低消費電力の実現

1,070.5 億円

1,018.6 億円

1．

２．

総
務
省
の
予
算
っ
て

い
く
ら
あ
る
の
？

今
年
度
に
お
い
て

新
た
に
始
め
る
案
件
は

何
が
あ
る
の
？

Q

Q

A

A

　

総
務
省
予
算
の
う
ち
、

一
般
会
計
は
16
兆
４
６
２
４
億
円
で
あ
り
、
こ
れ

は
国
の
予
算
の
約
15
・
３
％
を
占
め
る
額
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

会
計
）
は
９
２
４
億
円
で
す
。

今
年
度
の
新
規
施
策

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

○民間における DX の
　加速・低消費電力の実現
　● Beyond ５G の
　　研究開発
　●グリーン社会に
　　資する光ネットワーク　　
　　の研究開発

など

そ
れ
で
は
、

令
和
４
年
度

総
務
省
所
管
予
算
か
ら
、

総
務
省
が
ど
の
よ
う
な

取
組
を
行
う
の
か
、

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

（財務省ホームページ掲載資料を基に総務省において作成）

令和 4 年度一般会計歳出概算所管別内訳

※令和３年度補正予算により措置

※
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（1）高齢者等に向けたデジタル活用支援
 の一層の推進

（1）グローバルな環境変化を踏まえた
 通信インフラのサプライチェーン強靱化

（1）分散型エネルギーインフラプロジェクト
 の支援

（1）地域おこし協力隊の強化等

（1）被災地方団体への人的支援の推進

（1）多様な広域連携の推進

（1）受給者の生活を支える恩給の支給

（1）地方の一般財源総額の確保

（1）ユニバーサルサービスの確保

（1）参議院議員通常選挙関係経費

（1）国の行政の業務改革の推進

（1）政策評価等を通じた EBPM の推進

（1）民主主義の担い手である
 若年層をはじめとした有権者に
 対する主権者教育の推進

（2）就業構造基本調査等の統計の整備
 による社会・経済実態の把握

（2）政策評価等を通じた EBPM の推進

（2）基地交付金・調整交付金の確保

（1）熱海市土石流災害を踏まえた対応

（2）緊急消防援助隊・常備消防等の
 充実強化

（3）消防団や自主防災組織等の充実強化

（4）火災予防対策の推進

（2）ケーブルテレビの光化

（1）地域資源を活かした地域の雇用創出

（1）地域コミュニティを支える地域運営組織
 への支援

（2）地域の脱炭素を担う人材の支援

（2）5G、光海底ケーブル等の ICT インフラ
 システム、放送コンテンツ、郵便、
 消防、行政相談、統計等の海外展開

（3）DFFT（信頼性のある自由なデータ
 流通）推進に向けたルール作り

（3）ローカル脱炭素プロジェクトによる
 事業立上げの重点支援

（2）スマートシティの推進

（3）放送ネットワークの強靱化

（3）東日本大震災に係る地方の
 復旧・復興事業等の事業費及び
 財源の確実な確保

（2）デジタル時代における郵便局等の
 公的地域基盤連携の推進

（2）政党交付金

（3）行政評価局調査機能及び
 行政相談機能の充実・強化

（3）ビッグデータ等を活用した統計
 作成の推進

（2）投票しやすい環境の一層の整備

（4）ユーザー視点に立った統計データの
 利活用促進

（5）地方公共団体の危機対応能力の強化

（6）消防防災分野における女性の
 活躍推進

（7）科学技術の活用による消防防災力
 の強化

（8）被災地の消防防災力の充実強化

（4）L アラートの活用推進

（2）新法に基づく過疎対策の推進

（2）ICT による子育て環境づくり
 （テレワークの推進）

（4）遠隔医療の推進

（2） 情報バリアフリーの促進に向けた
 字幕番組の制作促進

（3）テレワークの推進

（5）サイバー攻撃に対応する技術開発・
 人材育成、産学官連携拠点の形成

（6）電気通信事業者による積極的な
 セキュリティ対策の推進

21.1 億円

0.7 億円

5.0 億円

4.1 億円

0.1 億円

0.5 億円

1,140.9 億円

182,805.1 億円

7.2 億円

604.7 億円

0.6 億円

〔0.5 億円〕

1.3 億円

76.3 億円

0.5 億円

375.4 億円

― 億円

68.8 億円

7.4 億円

2.2 億円

9.0 億円

〔5.0 億円〕

0.2 億円

〔5.0 億円〕

63.8 億円

2.8 億円

〔5.0 億円〕

4.6 億円

21.8 億円

1,069.4 億円

〔0.8 億円〕

315.4 億円

8.8 億円

0.5 億円

0.5 億円

5.6 億円

6.3 億円

0.4 億円

4.4 億円

3.5 億円

0.5 億円

8.0 億円

〔2.7 億円〕

5.0 億円

6.9 億円

2.7 億円

32.5 億円

― 億円

Ⅱ
Ⅴ

Ⅲ

Ⅳ

活力ある地方創り

持続可能な社会基盤の確保

防災・減災、国土強靱化の推進による安全・安心なくらしの実現

感染症への対応、活力ある地域社会の実現等を支える
地方行財政基盤の確保

誰もが利用しやすい情報通信環境の推進・サイバーセキュリティの確保

経済安全保障への対応・戦略的な経済連携の強化

脱炭素に向けたエネルギーの地産地消の推進

地方への新たな人の流れの強化

国土強靱化の推進

感染症を踏まえた国と地方の連携推進・新たな役割分担等

恩給の適切な支給

地方の一般財源総額の確保等

郵政事業のユニバーサルサービスの充実

その他の主要事項

行政運営の改善を通じた行政の質の向上

EBPM の推進及び基盤となる統計の整備

主権者教育の推進と投票しやすい環境の一層の整備

消防防災力・地域防災力の充実強化

自立分散型地域経済の構築・過疎地域の持続的発展の支援

子どもを産み育てやすい支え合う地域社会の実現

68.2 億円

67.3 億円

5.0 億円

8.7 億円

31.5 億円

0.5 億円

1,140.9 億円

184,249.9 億円

7.2 億円

920.1 億円

9.9 億円

82.3 億円

1.9 億円

93.0 億円

8.0 億円

0.2 億円

3．

4．

5．

6．

9．

11．

14．

12．

13．

18．

15．

16．

17．

10．

8．

7．

特集２　令和４年度 総務省所管予算の概要

総務省は、これらの取組を
着実に進めてまいります。

※令和３年度補正予算により措置

※令和３年度補正予算により措置

※

※
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都
城
市

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ

宮
崎
県

史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
島
津
発
祥

の
地
で
あ
り
、
今
も
薩
摩
の
文
化

を
色
濃
く
残
し
て
い
る
都
城
市
。
宮
崎
市

と
鹿
児
島
市
の
中
間
と
い
う
地
の
利
を
生

か
し
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
繁
栄
。
経
済

の
面
で
も
南
九
州
の
中
心
的
な
役
割
を
担

う
ま
ち
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

三
方
を
山
々
で
囲
ま
れ
た
盆
地
に
あ
る
都

城
市
は
気
象
条
件
や
自
然
に
も
恵
ま
れ
、

農
林
業
も
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

畜
産
も
盛
ん
で
、
肉
用
牛
、
豚
、
鶏
の

合
計
産
出
額
は
全
市
町
村
中
で
ト
ッ
プ
、

品
質
に
つ
い
て
も
都
城
産
の
宮
崎
牛
が
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
で
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
名
実
と
も
に
日
本
一

の
「
畜
産
王
国
」
で
す
。

　

芋
焼
酎
の
聖
地
的
な
土
地
で
も
あ
り
、

霧
島
の
山
麓
で
育
つ
サ
ツ
マ
イ
モ
や
地
下

深
く
か
ら
く
み
上
げ
た
清
ら
か
な
水
を
用

い
て
市
内
に
４
つ
あ
る
藏
元
が
磨
き
抜
い

た
深
い
味
わ
い
の
焼
酎
を
造
っ
て
い
ま

す
。　

　

都
城
市
は
肉
と
焼
酎
と
い
う
地
域
資
源

を
生
か
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を
入
れ

て
い
る
ほ
か
、「
ミ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

も
推
進
し
て
い
ま
す
。
牛
、
豚
、
鶏
、
い

ず
れ
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
メ
ニ
ュ
ー
の
数
々

は
訪
れ
た
人
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　当市は、「市民の願いがかなう　南九州の
リーディングシティ」を都市目標像に掲げ、
南九州圏域における産業・経済・医療・教育・
文化の中心都市として発展してまいりました。
　近年では、さらなる発展を目指すため、当
市が持つ３つの宝である「農林畜産業」「地
の利」「人間力あふれる子どもたち」を輝か
せる取組に加え、デジタル化の推進やスポー
ツの推進、対外的 PR のさらなる推進に力を
入れており、着実にその成果があがってきて
いるところです。
　今後も、引き続き、誰もが将来に対する夢
と希望を持ち、笑顔で暮らせるまちづくりに
取り組んでまいります。

北西に霧島を望み、東には鰐
わに

塚
つか

山
さん

地
ち

が連なる。都城盆地の
中心地は商業が発達し、また
醸造、食品、家具などの製造
業も多く立地する。

庄内川にある関
せき

之
の

尾
おの

滝
たき

は、「日
本の滝百選」に選ばれる、幅
40m、落差 18m の名瀑。こ
の他、明治時代に岩を掘って
造られた男滝と女滝がある

霧島連山の麓に広がる高千穂
牧場は、牛や馬、羊と触れ合
えるほか、ソーセージやバ
ターなどの手づくり体験など
も楽しめる観光牧場。

明治から昭和の風情を残す都
城島津家の住宅。都城市に移
管された後、新たに都城島津
伝承館を整備し、一般公開さ
れた。国の登録有形文化財。

地鶏の炭火焼きは、居酒屋な
どで提供されるだでけなく、
家庭の食卓にものる郷土料理。
噛めば噛むほどに旨みが広が
る。

当
市
の
３
つ
の
宝
を

輝
か
せ
る
た
め
に都城市長

池
い け

田
だ

宜
た か

永
ひ さ

■飲食店などの有志が開発した新名物のチキン南蛮カレー。■肉や
野菜の具材が多い都城おでん。■川の流れで回転した小石が造る甌

おう

穴
けつ

。関之尾には世界一の規模とされる甌穴群がある。国の天然記念
物。■東

つま

霧
きり

島
しま

神社。写真は力持ちの鬼の伝説が残る鬼
おに

磐
いわ

階段。■都
城大

だい

弓
きゅう

。真竹と櫨
はぜ

で作る。国の伝統的工芸品に指定される。

街緑歴食

地
方
の
か
が
や
き　
宮
崎
県
都
城
市

日
本
一の
肉
と
焼
酎
に

出
会
え
る
ま
ち

都城市

Miyakonojo
宮崎県の南西端に位置する。平成18年

に都城市、山之口町、高城町、山田町、

高崎町が合併して発足。人口は県内第

2 位の主要都市で、全国屈指の農林畜

産地帯。

人口
面積
URL

15 万 9,226 人（令和 4 年 3 月1日現在）

653.3㎢

https://www.city.miyakonojo.

miyazaki.jp/

1

45

23
1

3

4 5

2

食材の宝庫、都城に
遊びに来て

都城市 PR キャラクター兼 PR 部長：
ぼんちくん

歴
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織
に
と
っ
て
人
（
職
員
）
は
財

産
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
平
成

31
年
に
都
城
市
が
策
定
し
た
の
が
「
都

城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
で
す
。

　

市
の
人
財
※
育
成
の
根
幹
と
な
る
も

の
で
あ
り
、「
日
本
一
の
市
役
所
」
と

い
う
高
い
目
標
に
全
職
員
が
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
て
、
日
々
の
業
務
で
直
面
す

る
様
々
な
場
面
に
お
い
て
自
ら
考
え
、

適
切
に
判
断
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
行
動
す
る
た
め
の
判
断
基
準
で
あ
り
、

行
動
指
針
で
す
。

　

日
頃
か
ら
意
識
し
、
実
践
す
る
た
め

の
取
組
と
し
て
、
部
課
長
級
・
一
般
職

員
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
研
修
の
実
施
や
朝
礼
時

に
お
け
る
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
の
唱
和
、
職

員
の
実
践
経
験
を
綴
っ
た
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
配
付
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

地
方
の
か
が
や
き　
宮
崎
県
都
城
市

職
員
全
員
で

「
日
本
一の
市
役
所
」に

都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

お
い
し
い
を

届
け
る
！

い
い
お
店

見
つ
け
た
！

マイナちゃんカーは 1
人からでも出張申請受付
をしている。

市の窓口では、「都城方式」
でマイナンバーカード申請
をお手伝い。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
イ
ン
フ
ラ
と
位
置
付
け
、
都
城

市
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
時
か

ら
、
全
庁
体
制
で
普
及
促
進
に
努
め
、

交
付
率
は
令
和
４
年
３
月
１
日
現
在
で
、

市
区
別
日
本
一
の
77
・
０
％
を
誇
り
ま

す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
申
請
補
助

は
、「
都
城
方
式
」
と
呼
ば
れ
、
市
民

目
線
の
施
策
と
し
て
全
国
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
デ
ジ
タ
ル
化
こ
そ

ア
ナ
ロ
グ
で
」
と
の
考
え
方
に
立
ち
、

出
張
申
請
補
助
を
大
幅
に
強
化
。
１
人

か
ら
で
も
市
民
の
自
宅
を
訪
問
し
て
申

請
補
助
を
行
う
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
専
用
車
両
「
マ
イ
ナ

ち
ゃ
ん
カ
ー
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
手

数
料
の
引
き
下
げ
、
電
子
母
子
手
帳

サ
ー
ビ
ス
や
お
く
や
み
窓
口
、
避
難
所

へ
の
入
所
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行
政
手

続
き
に
職
員
の
出
退
勤
管
理
等
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
場
面
も
同
時

並
行
で
拡
充
し
て
い
ま
す
。

マイナンバーカード普及促進の取組事例を紹介！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

組

「都城フィロソフィ」とその解説を載せたフィロソフィ
手帳。会計年度任用職員も含む全職員に配布する。

都城市における人財
育成はすべての職員
が対象となる。

市
内
に
は
売
上
高
首
位
の
焼
酎

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
霧
島
酒
造
の

工
場
が
あ
る
。

令
和
２
年
度
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

寄
附
金
額
日
本
一に

手
厚
い
移
住
支
援
制
度
で

サ
ポ
ー
ト

リ
ノ
ベ
で
再
生
し
た

「
都
城
市
立
図
書
館
」

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
市
の
知
名
度

向
上
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
都
城
市

は
平
成
26
年
か
ら
返
礼
品
を
肉
と

焼
酎
に
特
化
す
る
と
と
も
に
、
返

礼
品
提
供
事
業
者
が
組
織
し
た
都

城
市
ふ
る
さ
と
納
税
振
興
協
議
会

と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

寄
附
額
は
右
肩
上
が
り
に
伸
び
、

３
度
の
日
本
一
を
達
成
、
令
和
２

年
度
に
は
過
去
最
高
の
１
３
５
億

円
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

充
実
し
た
都
市
機
能
が
整
い
、

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
市
街
地
と
豊

か
な
自
然
が
調
和
し
、
良
好
な
生

活
環
境
が
あ
る
都
城
市
。

　

こ
ん
な
ま
ち
で
暮
ら
し
た
い
、

と
い
う
人
の
た
め
、
都
城
市
の
移

住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

移
住
や
雇
用
の
相
談
に
対
応
す
る

と
と
も
に
転
職
応
援
補
助
金
や
お

試
し
滞
在
制
度
な
ど
の
手
厚
い
移

住
支
援
制
度
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
中
心
に
建
つ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

年
間
１
０
０
万
人
以
上

が
訪
れ
る
施
設
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
「
ｍ
ａ
ｌ

ｌ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
」
に
あ
る

都
城
市
立
図
書
館
。
面

影
を
残
し
つ
つ
洗
練
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
統
一

し
た
空
間
は
一
見
の
価

値
が
あ
り
ま
す
。

https://www.city.
miyakonojo.
miyazaki.jp/site/iju/

平
成
30
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
。
新

た
な
図
書
館
の
あ
り
方
が
評
価
さ
れ
た
。

農家直送の鶏と地元の焼酎

新鮮な食材にこだわる肉料理レストラン

飼料にこだわった銘柄豚

あっさりしてたくさん食べられる霜降り

契約農家直送の鶏肉を使用。塩だれのたたきやチ
キン南蛮、黄金鍋、直火で焼き上げるぼっけもん
焼きなどを楽しめる鳥料理店「ぼっけもん」。

JA 都城の子会社が経営する「レストラン朝霧」。
地どれ食材にこだわったメニューがそろい、地元
宮崎牛などの厳選された肉の料理を味わえます。

有限会社観音池ポークは自然由来の飼料で上品な
味わいの銘柄豚「観音池ポーク」を実現。手作り
のメンチカツは年間 25 万個の人気商品です。

厳選した配合飼料に漢方や麹菌をあわせて与えて
育てる桜花牧場の乙

おと

守
もり

牛
ぎゅう

。肉の味が濃く、脂はあっ
さりして口どけがよいのが特徴です。

「色々な鶏料理をお楽しみ
ください」商品開発部長の
木下正和さん。

「都城の魅力発信
の力になりたいで
す」経営管理部長
の浜川紘行さん。

「自慢の肉をぜひ
ご賞味ください」
代表取締役社長の
馬場通さん。

「肉質、脂質に徹
底的にこだわって
います」代表取締
役の乙

おと

守
もり

孝
こう

志
じ

さん。

※
都
城
市
で
は
「
人
財
」
と
表
記
。

移住に関するサイトの URL



経済構造実態調査に関するＱ＆Ａ

調査実施の年度末からホームページ
にて順次公表予定です。

結果の公表時期は？

インターネット又は郵送に
より回答していただきます。

回答方法は？

この調査は国が実施する調査のうち、統計法により特に重要なもの
とされる「基幹統計調査」として実施するものであり、回答義務が
あります。

回答義務はあるの？

調査票とインターネット回答用の IDを
2022 年５月から順次郵送します。

調査票はいつ送られてくるの？

毎年６月１日時点で
調査します。

調査時期は？

①全ての産業に属する一定規模以上の法人企業 (産業横断調査 )
② 製造業に属する一定規模以上の法人事業所 (製造業事業所調査 )
が調査対象になります。

調査対象は？

総務省・経済産業省が実施する基幹統計調査です。

経済構造実態調査とは？
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総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、
全
て
の

産
業
に
お
け
る
企
業
・
事
業
所
や
団
体
を

対
象
と
し
て
、「
経
済
構
造
実
態
調
査
」

を
本
年
６
月
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
て
の
産
業
の
付
加
価

値
等
の
構
造
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
、

国
民
経
済
計
算
の
精
度
向
上
等
に
資
す
る

と
と
も
に
、
５
年
ご
と
に
実
施
す
る
「
経

済
セ
ン
サ
ス–

活
動
調
査
」
の
中
間
年
の

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
毎

年
実
施
（
※
）
の
調
査
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
各
産
業
の
売
上
高
や
費
用

内
訳
等
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
国
民
経
済
計
算
（
年
次
推
計
）

の
精
度
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
効
果

的
な
行
政
施
策
・
企
業
の
経
営
判
断
等
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

①
調
査
対
象
の
拡
大

　

こ
れ
ま
で
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
調
査
対
象
を
、

２
０
２
２
年
よ
り
全
産
業
に
拡
大
し
、
調

査
項
目
の
一
部
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

②
乙
調
査
の
廃
止

　

特
定
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
関
す
る
特
性

事
項
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
た
経
済
構
造

実
態
調
査
の
乙
調
査
は
ご
回
答
の
負
担
を

考
慮
し
、
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

③
「
工
業
統
計
調
査
」
を
本
調
査
の
一
部

と
し
て
実
施

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
「
工
業
統
計

調
査
」
を
本
調
査
の
一
部
で
あ
る
「
製
造

業
事
業
所
調
査
」
と
し
て
新
た
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

工
業
統
計
調
査
で
は
、
本
社
一
括
調
査

と
し
て
本
社
等
に
送
付
す
る
方
法
や
、
直

接
、
事
業
所
の
皆
様
宛
に
調
査
票
を
配
布

す
る
方
法
を
用
い
て
調
査
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
か
ら
は
経
済
構
造
実
態
調
査

の
調
査
票
と
し
て
、
本
社
宛
て
に
一
括
し

て
郵
送
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
票
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、「
政
府
統
計
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
シ
ス

テ
ム
」
か
ら
も
回
答
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
の
送
受

信
は
、
盗
み
見
等
を
防
ぎ
、
安
全
な
通
信

を
行
う
た
め
に
、
暗
号
化
通
信
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
回
答
い
た
だ

け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

経
済
構
造
実
態
調
査
に
つ
い
て

２
０
２
２
年
調
査
か
ら
の
変
更
点

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
つ
い
て

お問い
合わせ先

２
０
２
２
年
６
月

「
経
済
構
造
実
態
調
査
」
実
施
の
お
知
ら
せ

※
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
の
実
施
年
を
除
く

※本調査の実施については、株式会社日経リサーチに委託しています。

【電話番号】 　　0120-800-636（通話料無料）

 　IP 電話などフリーダイヤルに接続できない場合
 　03-6630-5960（有料）
 ※おかけ間違いのないようお願いいたします。

【受付時間】  平日（土・日・祝日・年末年始を除く）9:00 ～ 18:00

【ホームページ】  https://www.kkj-st.go.jp/

経済構造実態調査・経済産業省企業活動基本調査　実施事務局

（　　　　　　　　）

経済構造実態調査 検索

経済構造実態調査への
ご理解・ご回答をお願いします



MIC
NEWS

02
単位：万契約（グラフの数値は10万単位で四捨五入したもの）

0
５月末

約 1,570 万

約 1,820 万

約 2,030 万

約 2,240 万

約 2,460 万

約 2,750 万

５月末～１２月末までの月平均
221万増

約 2,930 万

約3,120万

６月末 ７月末 ８月末 ９月末 10月末 11月末 12月末

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500 携帯電話契約数
（通信モジュール等
を除く）※の約２割

0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
(%)

29.8

16.4

4.7

22.9
19.5

10.6
7.7

4.3 4.7

29.6

手
続
き
が
面
倒
く
さ
い
た
め

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
る
た
め

乗
り
換
え
る
た
め
に
は
違
約
金
を

支
払
う
必
要
が
あ
る
た
め

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
に

満
足
し
て
い
る
た
め

よ
り
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
た
め

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど

他
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
と
の
一
括
契
約
に

よ
る
割
引
を
利
用
し
て
い
る
た
め

家
族
で
同
じ
携
帯
電
話
会
社
を

使
っ
て
い
る
た
め

端
末
割
賦
代
金
の
支
払
い
が

残
っ
て
い
る
た
め

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い
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自
分
に
合
っ
た
携
帯
電
話
会
社
に

乗
り
換
え
や
す
い
環
境
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
！

　

携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
数
は
約

２
億
契
約
（
２
０
２
１
年
12
月
末
時
点
）

と
な
っ
て
お
り
、
国
民
生
活
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
生
活
必
需
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

政
府
と
し
て
以
下
で
述
べ
る
よ
う
な
取

組
を
進
め
る
中
で
、
主
に
２
０
２
１
年

春
以
降
、
携
帯
電
話
会
社
各
社
か
ら
従

来
よ
り
も
安
い
料
金
プ
ラ
ン
が
提
供
さ

　

そ
の
た
め
、
総
務
省
は
、
昨
年
８
月
に

ル
ー
ル
の
見
直
し
を
行
い
、
２
０
２
１
年

10
月
以
降
に
発
売
す
る
携
帯
電
話
端
末
に

つ
い
て
は
原
則
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
が
設
定
さ

れ
て
い
な
い
も
の
を
販
売
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
ま
し
た
。

　

携
帯
大
手
３
社
は
、
２
０
２
１
年
９
月

に
発
売
開
始
し
た
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
13
に
つ

い
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
の
設
定
を
行
わ
な

い
な
ど
、
既
に
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
の
設
定
の

な
い
端
末
の
販
売
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
対
応
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

一
方
、
２
０
２
１
年
９
月
ま
で
に
発
売

さ
れ
た
端
末
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ

ク
が
か
か
っ
て
い
る
、
ま
た
は
購
入
時
に

Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
各
社
の
Ｈ
Ｐ
等
で
解
除
方
法
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
大
手
３
社
が
提
供
し
て
い
る

「@
docom

o.ne.jp

」「@
au.com

」「@
softbank.ne.jp

」
な
ど
の
ア
ド
レ
ス
の

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
キ
ャ
リ
ア
メ
ー
ル
と

い
い
ま
す
。
従
来
は
、
携
帯
電
話
会
社
を

乗
り
換
え
る
と
、
乗
換
え
先
で
は
、
乗
換

え
元
の
キ
ャ
リ
ア
メ
ー
ル
は
利
用
で
き
ま

れ
、
そ
の
契
約
者
数
は
３
１
２
０
万
件

（
２
０
２
１
年
12
月
末
時
点
）
に
達
し
て

い
る
な
ど
、
市
場
に
お
け
る
競
争
が
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

携
帯
電
話
会
社
や
料
金
プ
ラ
ン
を
乗
り
換

え
る
と
き
の
手
続
き
や
費
用
（
ス
イ
ッ
チ

ン
グ
コ
ス
ト
）
が
原
因
で
乗
換
え
を
断
念

し
て
い
る
方
が
一
定
数
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

ま
す
。

　

携
帯
大
手
３
社
で
購
入
し
た
携
帯
電
話

端
末
に
つ
い
て
は
、「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
」

と
い
う
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
解
除
し

な
い
と
他
の
携
帯
電
話
会
社
に
乗
り
換
え

た
際
に
そ
の
携
帯
電
話
端
末
を
利
用
で
き

ず
利
用
者
に
と
っ
て
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス

ト
に
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
も
改
善
が
図
ら
れ
、

携
帯
大
手
３
社
が
、
２
０
２
１
年
12
月
か

ら
、
有
料
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア

メ
ー
ル
の
持
ち
運
び
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

各
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
み
方
法
や
料
金
の

詳
細
に
つ
い
て
は
各
社
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
で
は
、
携
帯
電
話
会
社
を
乗
り

換
え
や
す
い
環
境
の
実
現
の
た
め
、
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
の
軽
減
に
向
け
た
取

組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
携
帯
電
話
会

社
各
社
も
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
携
帯
大
手
３
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
を

始
め
と
す
る
各
社
の
料
金
プ
ラ
ン
は
、
２

年
以
内
に
解
約
す
る
と
高
額
な
違
約
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
過
度
な
囲
い
込
み
を
な
く
す

た
め
の
ル
ー
ル
整
備
を
行
い
、
２
０
１
９

年
10
月
以
降
、
主
な
携
帯
電
話
会
社
の
契

約
に
つ
い
て
は
、
解
約
時
の
違
約
金
の
上

限
額
を
１
０
０
０
円（
税
別
）と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
囲
い
込
み
解
消
の
た
め
の
取

組
を
進
め
、
現
在
、
携
帯
大
手
３
社
は
、

ル
ー
ル
整
備
前
か
ら
の
旧
契
約
を
含
め
、

す
べ
て
の
契
約
の
違
約
金
を
撤
廃
し
て
い

　

２
０
１
９
年
10
月
の
ル
ー
ル
整
備
に
よ

り
、
利
用
者
の
負
担
に
な
る
違
約
金
や
契

約
期
間
だ
け
で
な
く
、
過
度
な
囲
い
込
み

に
つ
な
が
る
割
引
に
つ
い
て
も
、
一
定
の

制
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
ル
ー
ル
整
備
前
（
２
０
１
９
年

９
月
ま
で
）
に
結
ば
れ
た
旧
契
約
は
、
見

直
し
後
の
ル
ー
ル
に
よ
る
制
限
を
超
え
る

条
件
が
あ
る
場
合
で
も
、
経
過
措
置
と
し

て
、
契
約
時
の
条
件
の
ま
ま
更
新
・
継
続

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
経
過
措
置
は
、
２
０
２

３
年
末
で
廃
止
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
契
約
内
容
に
よ
っ
て
は
、

２
０
２
４
年
以
降
の
更
新
・
継
続
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

２
０
１
９
年
９
月
以
前
か
ら
同
じ
料
金

プ
ラ
ン
を
ご
利
用
の
方
は
、
契
約
内
容
や
、

契
約
先
の
携
帯
電
話
会
社
か
ら
届
く
案
内

を
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省「
携
帯
電
話
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

で
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
取
組
の
詳
細
に

加
え
、
ご
自
身
の
携
帯
電
話
の
利
用
状
況

の
確
認
方
法
や
、
利
用
状
況
に
応
じ
た
料

金
プ
ラ
ン
の
選
び
方
な
ど
の
情
報
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。
乗
換
え
に
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
頃
な
料
金
プ
ラ
ン
の
登
場

携
帯
大
手
３
社
が
違
約
金
を
撤
廃
！

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

変
え
ず
に
乗
換
え

旧
契
約
を
ご
利
用
の
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

詳
し
く
は

「
携
帯
電
話
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」へ

端
末
の「
縛
り
」も

な
く
し
て
い
ま
す総務省

「携帯電話ポータルサイト」
https://www.soumu.
go.jp/menu_seisaku/
ictseisaku/keitai_
portal/

※ MNO は携帯電話契約数から通信モジュールの契約数を除いたもの。
　  MVNO は契約数３万以上の事業者からの契約数報告のうち携帯

電話・SIM カード型のサービスの契約数。いずれも MNO のグルー
プ内取引による契約数の重複等を排除・調整している。

出典：電気通信事業者からの報告

※ 携帯電話会社の乗換え意向がない利用者（4,596 名）に対してアン
ケートを行ったもの（複数選択可）

出典：携帯電話の料金等に関する利用者の意識調査（2021年12月実施）※：令和 4 年夏以降、330 円（月額、税込）も提供予定

【各社が提供するサービス概要】

ソフトバンクKDDINTTドコモ
ドコモメール持ち運び

330 円（月額、税込）

ドコモを解約後 31日以内に、専
用サイトからオンラインで申込み

・メールアドレスの引継ぎ
・メールボックスの引継ぎ
・メールの送受信
・迷惑メールの受信拒否

330 円（月額、税込）

au を解約後 31日以内に、専用
サイトからオンラインで申込み

・メールアドレスの引継ぎ
・メールボックスの引継ぎ
・メールの送受信
・迷惑メールの受信拒否
（既存の設定の引継ぎ不可。
新たな個別設定は可能）

3,300 円（年額、税込（※） ）

ソフトバンクを解約後 31日以内
に、専用サイトからオンラインで
申込み

・メールアドレスの引継ぎ
・メールボックスの引継ぎ
・メールの送受信
・迷惑メールの受信拒否
（設定の変更は不可）

サービス名

料金額

申込方法

主な機能

au メール持ち運び メールアドレス持ち運び

SIMロック端末

SIMロックがない端末

格安SIM
他社のSIM

格安SIM🅰

格安SIM🅱

他社のSIM
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ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
（
Ｆ
Ｍ
補
完
放
送
）
と
は
、

Ａ
Ｍ
放
送
局
の
放
送
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

難
聴
対
策
や
災
害
対
策
の
た
め
に
、
平
成

26
年
よ
り
Ｆ
Ｍ
放
送
用
と
し
て
使
用
可
能

と
し
た
周
波
数（
90
・
０
～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

を
加
え
た
Ｆ
Ｍ
放
送
用
の
周
波
数
（
76
・

１
～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
に
よ
り
Ａ
Ｍ
放
送

の
放
送
番
組
を
放
送
す
る
も
の
で
す
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
の
音
質
は
、
ど
の
電
波
で

聴
い
て
も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
実
は
、
Ｆ
Ｍ
波
の
方
が
Ａ
Ｍ
波
よ

り
も
雑
音
が
入
り
に
く
く
、
よ
り
ク
リ
ア

な
音
で
ラ
ジ
オ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

Ｆ
Ｍ
波
で
Ａ
Ｍ
放
送
が
聴
け
る
、
そ
れ

が
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
で
す
。

　

平
成
29
年
度
よ
り
ワ
イ
ド
F
M
の
周

知
広
報
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
全
国
の

Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
局
、
各
総
合
通
信
局
等

で
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
掲
示
、
新
聞

広
告
へ
の
掲
載
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
総
務

省
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
で
は
、
Ａ
Ｍ
波
で
電
波
が

届
き
づ
ら
い
建
物
の
中
や
高
層
ビ
ル
に
囲

ま
れ
た
場
所
、
Ａ
Ｍ
放
送
局
か
ら
の
距
離

が
遠
い
山
間
部
の
よ
う
な
場
所
で
も
、
Ｆ

Ｍ
波
で
Ａ
Ｍ
放
送
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ワ
イ
ド

Ｆ
Ｍ
な
ら
今
ま
で
聴
こ
え
づ
ら
か
っ
た
場

所
ま
で
、
ラ
ジ
オ
に
と
っ
て
良
好
な
環
境

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

Ａ
Ｍ
放
送
は
、
５
２
６
・
５ 

～
１
６
０

６
・
５
ｋ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
を
使
用
し
、
Ｆ

Ｍ
放
送
は
、
76
・
１
～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
の

周
波
数
を
使
用
し
ま
す
。
周
波
数
や
変
調

方
式
の
違
い
に
よ
り
、
電
波
の
届
く
範
囲

等
が
異
な
り
ま
す
。
特
に
音
質
は
、
Ａ
Ｍ

波
に
比
べ
て
Ｆ
Ｍ
波
の
方
が
雑
音
が
少
な

く
、
ク
リ
ア
な
音
で
放
送
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｍ
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
は
、
送
信
周
波

配
信
等
を
通
じ
て
、
周
知
広
報
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
令
和
２
年
度
の
Ｗ

ｅ
ｂ
動
画
に
つ
い
て
は
、
視
聴
回
数
が
約

93
万
回
と
な
り
、
国
民
の
方
々
に
広
く
ワ

イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

令
和
３
年
度
は
、「
聴
い
て
み
て
！
ワ

イ
ド
Ｆ
Ｍ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
定
し
、

令
和
４
年
２
月
25
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

数
と
の
関
係
か
ら
大
型
で
あ
り
、
ま
た
、

伝
導
率
の
高
い
土
地
（
多
く
の
水
分
を
含

ん
だ
土
地
）
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
海
や

河
川
の
近
く
の
広
い
土
地
に
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
、
Ｆ
Ｍ
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
は
基
本
的
に

は
高
層
建
築
物
や
山
頂
と
い
っ
た
高
所
に

設
置
さ
れ
る
た
め
、
津
波
や
洪
水
の
被
害

を
受
け
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
も
特
徴
で

す
。

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
取
す
る
に
は
、
従
来

の
Ｆ
Ｍ
放
送
用
の
周
波
数
（
76
・
１
～

89
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
に
加
え
て
、
平
成
26
年

よ
り
Ｆ
Ｍ
放
送
用
と
し
て
使
用
可
能
と
し

た
周
波
数
（
90
・
０
～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

に
対
応
し
た
ラ
ジ
オ
受
信
機
が
必
要
で
す
。

お
手
持
ち
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
対
応
周
波

数
帯
域
を
是
非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

を
「
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
広
報
強
化
期
間
」
と
し

て
周
知
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
年
度

に
作
成
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
に
関
し
て
は
、

現
在
も
下
記
に
記
載
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か

ら
視
聴
可
能
で
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。
当
該
周
知
広
報
を
通
じ
て
、
ワ
イ

ド
Ｆ
Ｍ
に
興
味
を
お
持
ち
い
た
だ
け
る
機

会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
で
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
全
国
展
開
中
～
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ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ

（
Ｆ
Ｍ
補
完
放
送
）
と
は

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
の
特
徴
や

Ａ
Ｍ
放
送
と
の
違
い

ワ
イ
ド
F
M
の

周
知
広
報
に
つ
い
て

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

受
信
機
に
つ
い
て

・ワイドＦＭ周知広報動画「～聴いてみて！ワイドＦＭ～」（ショート）
https://youtu.be/9tumwZXVSoM

・ワイドＦＭ周知広報動画「～聴いてみて！ワイドＦＭ～」（ロング）
https://youtu.be/jhEUKiXn38c

Web 動画
URL

ワイド FM 対応受信機イメージ

ワイド FM 周知ポスター

Web動画



https://www.kkj-st.go.jp/

経済構造実態調査
経済構造実態調査・経済産業省企業活動基本調査　実施事務局

ぜひ便利なインターネット回答をご活用ください

〇 調査対象となる法人企業の皆さまには、５月から順次
　 調査書類を送付いたします。
　 ６月末までにご回答をお願いいたします。

〇 統計法（平成19年法律第53号）に基づいた報告義務のある
　 基幹統計調査です。

これまでの「工業統計調査」を
「経済構造実態調査」の一部として実施します

全ての産業の法人企業が対象になります
2022 年からは

基幹統計調査2022年
６月実施
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総
務
省
は
、第
72
回「
電
波
の
日
」（
本

年
６
月
１
日
）
お
よ
び
第
38
回
「
情
報

通
信
月
間
」（
本
年
５
月
15
日
か
ら
６

月
15
日
ま
で
）
に
あ
た
り
、
電
波
監
理
、

電
波
利
用
ま
た
は
情
報
通
信
の
発
展
に

貢
献
し
た
個
人
お
よ
び
団
体
に
対
し
て
、

総
務
大
臣
、
情
報
通
信
月
間
推
進
協
議

会
会
長
か
ら
表
彰
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
の
情
報
通
信
月
間
の

テ
ー
マ
は
、「
デ
ジ
タ
ル
変
革
で
創
ろ

う
　
変
え
よ
う
　
暮
ら
し
と
社
会
」
で

す
。

　

総
務
省
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
通
じ
て
、
情
報
通
信
の
発
展
が

人
々
の
利
便
性
を
高
め
、
経
済
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
国
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
25
年
６
月
１
日
に
、
電
波
法
、

放
送
法
が
施
行
さ
れ
電
波
の
利
用
が
広

く
国
民
に
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、
広
く
国
民
全
体
の
電
波
に

関
す
る
知
識
の
普
及
・
向
上
と
、
電
波

利
用
の
発
展
に
役
立
つ
よ
う
、
６
月
１

日
を
電
波
の
日
と
し
て
制
定
し
た
も
の

で
す
。

　

昭
和
60
年
４
月
の
情
報
通
信
の
制
度

改
革
を
機
に
、
情
報
通
信
の
普
及
・
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
５
月
15
日
か
ら
６
月
15
日

の
期
間
中
は
、
全
国
各
地
で
様
々
な
行

事
を
実
施
し
、
豊
か
な
生
活
を
実
現
す

る
情
報
通
信
に
つ
い
て
広
く
国
民
の
皆

さ
ま
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
、

電
波
の
日
と
情
報
通
信
月
間
で
す
！
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電
波
の
日
と
は
？

情
報
通
信
月
間
と
は
？

■電波の日・情報通信月間 表彰の様子

令和元年度電波の日・情報通信月間 記念中央式典

ケーブルテレビ施設見学

１「電波の日」総務大臣表彰　（個人／団体）
２「情報通信月間」総務大臣表彰　（個人／団体）
３ 情報通信月間推進協議会会長表彰
　 （志田林三郎賞／情報通信功績賞）

表彰内容

■昨年度情報通信月間の行事の様子

お問い
合わせ先

情報通信月間の参加行事は　
https://www.jtgkn.jp

（情報通信月間のホームページ）をご覧ください。

ケーブル技術ショー 2021

ちびっ子電波体験教室 2021 会場
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